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デジタルテレビ受信機の開発
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本日の題目

１、デジタルテレビ放送の概要

２、ＢＳデジタル放送の構築

３、ＢＳデジタル受信機の開発

４、デジタル放送の展開
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１．デジタル放送の概要

2002.4.15. Panasonic

１９２５
ラジオ放送を開始

ラジオ世代 テレビ世代 多メディア世代

１９５３
白黒テレビ放送開始

１９６０
カラーテレビ放送

１９９７
ＢＳ－４運用開始

２００７
ＢＳ－５時代

出展　・ ラジオ普及率は、ＮＨＫ受信契約数／世帯数 ・ テレビ普及率は、経済企画庁「消費動向調査」 　・ 衛星普及率は､１９９３年度まで実績､９４年度以降は実績に基づく推定値

１９８４
ＢＳ試験放送開始

１９９１ 湾岸戦争

１９９１ ハイビジョン試験放送開始

１９９２
ＣＳ放送開始

１９５９
皇太子御成婚

１９６４
東京五輪

１９７０
日本万国博

１９８５
筑波科学万博

ハイビジョン地上実験

１９８８
ソウル五輪

ハイビジョン衛星中継

１９９２
バルセロナ五輪

１９９６

アトランタ五輪

２０００
シドニー五輪

放送メディアの変遷とテレビ

ラジオの普及率

白黒テレビ
普及率

衛星放送
普及率

カラーテレビ
普及率

０%

５０%

１００%

稼動テレビ：１億台
年間販売　：１千万台
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日米欧で放送方式策定

（米国）ＡＴＳＣ方式 Advanced Television Systems Committee

（欧州）ＤＶＢ方式 Digital Video Broadcasting Project

（日本）ＡＲＩＢ方式 Association of Radio Industries and Businesses

デジタル放送方式の規格

米国ＤＴＶ方式として
Digicipher提案（１９９０）

ＭＰＥＧ２規格
（１９９４）
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デジタル放送のメリット

■多チャンネル化・高画質化
　　◇ ＭＰＥＧ２技術により、現行のＮＴＳＣ帯域内で
　　　　４－８番組を伝送可能。
　　◇ 従来のＮＴＳＣの伝送帯域内で、ＨＤＴＶを伝送可能。

■高品質化
　　◇ 誤り訂正技術により、伝送路で多少の雑音があっても
　　　　良好に受信可能。

■多機能化
　　◇ ＥＰＧやデータ放送など、多彩なサービスを実現可能。

⇒　放送と通信の融合、テレビとパソコンの融合
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番組供給事業者
　・映像
　・音声
　・データ

アップリンク局

委託放送事業者

顧客管理ｾﾝﾀｰ
ＣＡＴＶ

放送センター

衛星放送

ﾍｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ

利用者
　・家庭

　・社会
放送ﾈｯﾄﾜｰｸ

地上放送

ﾎｰﾑﾀｰﾐﾅﾙ

受信機

通信網

デジタル放送の送受システム

ホームパソコン

ＳＴＢ

ＳＴＢ内蔵テレビ

移動受信

　8 2002.4.15. Panasonic

映像信号符号化

音声信号符号化

情
報
多
重
化

映像信号符号化

音声信号符号化

誤
り
訂
正
符
号

デ
ジ
タ
ル
変
調

送
信

　

＋
ア
ッ
プ
リ
ン
ク

♪

映像：22 Mbps
音声：128 kbps

34.5MHz帯域56.61 Mbps

ベースバンド

映像：1.2 Gbps
音声：1.5 Mbps

11GHz帯

♪

衛星へ

bps = bit / second
1秒当りの伝送ﾋﾞｯﾄ数

デジタル放送の送信システム例
（ＢＳデジタル放送）

　　課金情報

　　データ放送

　　番組情報
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11.7～12.0 GHz

情
報
分
離

映像
デコード

音声
デコード

誤
り
訂
正

デ
ジ
タ
ル
復
調

Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ

1 GHz帯

ＣＰＵ データ放送

MPEG2 ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ

Ｐａｎａｓｏｎｉｃ

♪
♪

ｸﾞﾗﾌｨｯ
ｸｽ あらすじ

あらすじあらすじあ
らすじあらすじあら

視聴料金 450円
開始時刻 21:00
終了時刻 22:30
年齢制限 18才

34.5MHz帯域 56.61 Mbps

ベースバンド

映像：1.2 Gbps
音声：1.5 Mbps

ＢＳﾃﾞｼﾞﾀﾙﾁｭｰﾅｰ

デジタル放送の受信システム例
（ＢＳデジタル放送）
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１０８０ｉ １９２０ x １０８０
１４４０ x １０８０

７２０ｐ １２８０ x 　７２０

４８０ｐ

７２０ x ４８０４８０ｉ

通 称 有効画素数（水平x垂直）

映像伝送フォーマット

７２０ x   ４８０

１０８０ ｉ
i はインタレース方式 p はプログレシブ方式

有効走査線数　（全走査線数 : １１２５、７５０、５２５）

１６：９
　４：３

１６：９　　 　飛び越し　 ２９.９７Ｈｚ

１６：９　　　 　順次　　 ５９.９４Ｈｚ

１６：９　　 　　順次　　 ５９.９４Ｈｚ

アスペクト比　 走査方式　　フレーム周波数

飛び越し　 ２９.９７Ｈｚ

（ＡＲＩＢ方式）
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マルチフォーマット対応の受信機形態

１．フルフォーマット型

受信信号 デコーダ部 出力信号 ディスプレイ部
１０８０ｉ
７２０ｐ
４８０ｐ
４８０ｉ

１０８０ｉ
７２０ｐ
４８０ｐ
４８０ｉ

マルチスキャン

２．フォーマットコンバート型

受信信号 デコーダ部 出力信号 ディスプレイ部
１０８０ｉ
７２０ｐ
４８０ｐ
４８０ｉ

シングルスキャン単一
ﾌｫｰﾏｯﾄ
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10 20 30 40 50 60
10

100

200

（万画素）

モバイル分野

（インチ）

投射型

VGA

NTSC

SVGA

XGA

UXGA

480p/i

720p

SXGA

1080p

表
示
の
精
細
度

画面のサイズ

ＣＲＴ

ＬＣＤ
（EL）

大
型

化

高
精

細
薄

型
化

高
精

細
薄

型
化

情報端末分野

ＰＤＰ

家庭娯楽分野

業務/パブリック分野

小型低価格化小型低価格化

ディスプレイデバイスの進化



　13 2002.4.15. Panasonic

２、ＢＳデジタル放送の構築
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ＮＨＫ

日本テレビ系

フジテレビ系

ＴＢＳ系

テレビ朝日系

テレビ東京系

スターチャンネル

ＷＯＷＯＷ

∮

♪♪

∮

♪

♪

♪

２０００年１２月放送開始

豊富な番組

多彩な
　サービス

ＢＳデジタル放送
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ＢＳデジタル放送のインフラ構築への取り組み

ア
ッ
プ
リ
ン
ク

　
　
　

セ
ン
タ
ー

主局：渋谷
副局：埼玉

通
信
網

B-SAT社

ハイビジョン
推進協会

Ｂ－ＣＡＳ会社

全局ＥＰＧ
集配信センター

（ソフト・ダウンロード）

鍵管理
視聴履歴収集

独立データ事業者　７社

＜放送事業者＞

各社独自に設備を持つ

（新聞社系、ＮＴＴ系、ＩＴ系ほか）

（　　　　　）
ラジオ事業者　１０社

（データ放送付きラジオ）

テレビ事業者　８社

（受信料、ＣＭ放送、有料放送）

＜受信機メーカー＞

オープンなマーケット

サービスモデル構築 局システムの開発放送方式の規格化 受信機の開発
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・ＮＨＫ　 ： ＢＳ受信料で運用　（アナログＢＳと同額。世帯課金＝受信機が何台あっても同額）

・民放系 ： ＣＭスポンサ－料による無料放送
・有料系 ： ＷＯＷＯＷは、スターチャンネルは月極料金

＜ＮＨＫ＞ ＜民放キー局系＞

＜WOWOW、ｽﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ＞

視聴者

Ｂ－ＳＡＴ社
衛星運用

ＮＨＫ
番組制作・編成

放送

ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ
ｾﾝﾀｰ

ＢＳ受信料

販売促進
顧客管理

ＴＳ ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ料トラポン料

視聴者

Ｂ－ＳＡＴ社
衛星運用

放送事業者
番組制作・編成

放送

ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ
ｾﾝﾀｰ

ＴＳ ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ料トラポン料

スポンサー
広告代理店

ＣＭ料
ＣＭ

販売促進

視聴者

Ｂ－ＳＡＴ社
衛星運用

放送事業者
番組編成放送

ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ
ｾﾝﾀｰ

視聴料金

販売促進
顧客管理

ＴＳ ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ料トラポン料

番組
供給者

番組

番組代

ＣＡＳ管理
ｾﾝﾀｰ

視聴情報

視聴情報

ＣＡ管理費

がお金の流れ

ＢＳデジタル放送のビジネスモデル

＜データ放送事業者＞

視聴者

Ｂ－ＳＡＴ社
衛星運用

放送事業者
編成

データ放送
（ｺﾝﾃﾝﾂ配信）

ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ
ｾﾝﾀｰ

ＴＳ ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ料
トラポン料

ｺﾝﾃﾝﾂ

代金
購入情報
購入代金

音楽配信の例

コンテンツ
供給者

場代
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◆最先端の新規技術を導入して高画質・高音質・多彩なサービスを実現

伝送８ＰＳＫ、音声ＡＡＣ、ＣＡＳ、ＳＩ／ＥＰＧ、データ放送ＸＭＬ、ダウンロードなど

◆規格書策定：全８冊、合計2000ページ
　　　 放送事業者と受信機メーカーが共同で作成

郵政省

ＢＳアップリンク
運営協議会

ＢＳ－Ｐ協議会

ＡＲＩＢ

ＥＩＡＪ

運用部会

設計部会

アップリンク設計分科会

データ放送分科会

ＣＡＳ分科会

ＳＩ／ＥＰＧ分科会

受信機仕様分科会

テストセンタ検討分科会

テストストリーム作業班

接続試験作業班

実験電波作業班
通産省

ＢＳデジタル受信機
テストセンター協議会

（ＮＨＫ）

（ＮＨＫ、ＢＳ日本、ＢＳ－i）

全ＢＳ放送事業者参加

（ＷＯＷＯＷ）

（ＮＨＫ、ＴＢＳ、日本短波）

（ＮＨＫ、ＮＴＶ）

（ＮＨＫ）

（ＷＯＷＯＷ）

（ＴＢＳ）

（ＣＸ）

（ＮＨＫ、ＡＮＢ）

（ＮＨＫ）

（ＮＨＫ）

１９９９年当時
（　）内は幹事社

送受運用規格書策定のアドホック
　　　　＃０　親会
　　　　＃１　ダウンロード
　　　　＃２　受信機仕様
　　　　＃３　データ放送
　　　　＃４　ＰＳＩ／ＳＩ
　　　　＃５　ＣＡＳ
　　　　＃６　双方向サービス
　　　　＃７　送出運用

ＢＳデジタル放送の技術規格の策定
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ア
ッ
プ
リ
ン
ク

　
　
　

セ
ン
タ
ー

エ
ン
コ
ー
ダ
・
多
重
化
装
置

PSI運用管理システム

SI/EPG

ﾃﾞｰﾀ放送
ｵｰｻﾘﾝｸﾞ

ｶｰﾄﾏｼﾝ

ｽﾀｼﾞｵｽﾀｼﾞｵ

ﾃﾞｰﾀ放送
システム

CA

マ
ス
タ
ー
Ｓ
Ｗ

ＴＶ回線系

視聴履歴情報

　 　●
　 ●

●

ＮＨＫ

ＢＳ日本

ＢＳ－ｉ

全局ＥＰＧ
集配信センター 自局ＥＰＧ

他局ＥＰＧ

ＣＡＳ管理センター

顧客管理
システム

・全体構成：　各局で持つ部分、共通で持つ部分の切り分け
・共通部分：　組織発足と設備構築
・各局部分：　各局のサービス方針に合わせて構築

　　鍵管理　　

視聴履歴収集

暗号ＥＭＭ

平文ＥＭＭ

TMCC
変調

ｱｯﾌﾟﾘﾝｸ

TS

主局：渋谷
副局：埼玉

電
話
網

双方向
サービス

B-SAT社

ＢＳデジタル放送の局システム構築
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■ ＢＳ－４先発機　（アナログ方式、運用期間～２００７年）　

ＢＳ放送の帯域割り当て

■ＢＳ－４後発機　（デジタル方式、運用期間２０００－２０１０年）

ＢＳ朝日

２２

ＢＳ－ｉ

２２

wowow
２２

ＢＳ
ジャパン

２２

ＢＳ日ﾃﾚ

２２

ＢＳフジ
２２

ＮＨＫ

２２

１トラポン＝４８スロット
１スロット＝1.06Mbps

デ
ー
タ

２

デ
ー
タ

２

デ
ー
タ

２

音
声

２

音
声

２

音
声

２

ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
６

Ｂ
Ｓ
１　

６

Ｂ
Ｓ
２

８

サイマル放送

5ch　　　　　　　　　　　　７ｃｈ　　　　　　　　　　　　　　９ｃｈ　　　　　　　　　　　　　１１ｃｈ

ＷＯＷＯＷ

セントギガ

ＮＨＫ（ＢＳ１）
ＭＵＳＥ

ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ普及ﾁｬﾝﾈﾙ ＮＨＫ（ＢＳ２）

１ｃｈ　　　　　　　　　　　　　３ｃｈ　　　　　　　　　　　　　　１３ｃｈ　　　　　　　　　　　１５ｃｈ

HDTV = 1.06 × 22 = 23.3Mbps
SDTV = 1.06 × 6   = 6.3Mbps

デ
ー
タ

６
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ＢＳデジタル放送方式

映像フォーマット

1080i

映像符号化方式 MPEG-2 Video

音声符号化方式 MPEG-2 Audio （AAC）

多重方式 MPEG-2 Systems

限定受信方式 MULTI 2 方式

周波数帯域幅 34.5MHz

変調方式 TC8PSK、QPSK、BPSKの切替/併用可能

誤り訂正方式 TC8PSK：トレリス符号化 （符号化率2/3）
QPSK：畳込み符号化

（符号化率1/2、2/3、3/4、5/6、7/8）
BPSK：畳込み符号化 （符号化率1/2）

480p

480i

720p

1920ｘ1080

720ｘ480

720ｘ480

1280ｘ720

16：9

16：9

16：9、4：3

16：9

29.97Hz

59.94Hz

29.97Hz

59.94Hz

情報ビットレート 52.170Mbps

有効画素数 アスペクト比 フレーム周波数

飛越

順次

飛越

順次

走査方式

データ放送符号化方式 XMLベースのARIB規格
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ＢＳデジタル放送の各種サービス
テレビ放送 テレビ放送事業者が行う動画主体の放送サービス。

動画、音声、データ放送で構成。
ラジオ放送 ラジオ放送事業者が行う音声主体の放送サービス。

音声の他に、静止画やデータ放送も伝送可能。
データ放送 データ放送事業者が行うマルチメディア型放送サービス。

BML言語を主体に動画、静止画、音声で構成。
CAS(限定受信システム) 有料放送を契約者だけ視聴可能に。

放送局からのメッセージ送付やデータ放送の双方向サービスにも利用。
EPG(電子番組ガイド) 番組選択や録画予約を便利にする為に、放送局から一週間分の情報を

受信機で番組表などに利用。
ダウンロード 受信機のプログラムソフトを放送経由で書き換える仕組み。

放送局のロゴデータ等もこの仕組みで変更可能。
コピー制御 著作権保護の仕組み。放送局からの制御信号に基づいて

記録機器に対するコピー世代を制御。
字幕 映像内容と連動した文字サービス。

映画の日本語字幕や、耳の不自由な方への字幕など。
文字スーパー 映像内容と非同期な文字サービス。

ニュース速報や、放送予定の変更情報など。
双方向サービス データ放送で電話回線を利用することにより、

クイズ回答やショッピング申し込み等をオンラインで実現。
マルチ放送 ハイビジョン番組１チャンネルの帯域で標準テレビを

３チャンネル放送したり、臨時サービスを付加することが可能。
降雨対応放送 大雨でサービスが遮断する確率を低減するため、

本来の放送と並行して降雨減衰に強い方式で番組を放送。
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ＢＳデジタル受信機の基本構成

Tuner/復調

OSD Controller

DRAM

CPUModem

RAM RAM

Flash/ROM

視聴情報など

MPEG2-TS

番組情報
Private Data

MPEG A/V

IC Card I/F

•アナログ選局
•Demodulate
•TC8PSK他

所望のパケット
をフィルタリング

画像・音声の
復号処理

リモコン I/F

映像の上に番組情報
等を表示
OSD=On Screen Display

トランスポート
デコーダ

AV デコーダ

●基本デコード機能：　　映像　１０８０i、７２０ｐ、４８０ｉ、４８０ｐ
　　　　音声　ＡＡＣ

●基本ソフトウェア：　　　ＰｉＥ－ＯＳ　（ＡＶ機器向け組込用リアルタイムＯＳ）
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提示機能

購入

次へ動画

ＯＳＤ

＋
静止画

購入

次へ

静止画プレーン 　ＪＰＥＧ 静止画、ＭＰＥＧ２－Ｉ 静止画

動画プレーン　　 　ＭＰＥＧ１、２ 動画 （スケーリング機能付き）

ＯＳＤプレーン 　ＰＮＧ・ＭＮＧ ビットマップ ２５６色（８ビットＣＬＵＴ、ＹＣｂＣｒ）
（ＭＭサービス） 　８単位文字符号(EUC-JP) （共通固定色：128,事業者設定色：96,受信機依存：32、4ﾋﾞｯﾄα付き）

（字幕・文字ｽｰﾊﾟ） 　同上 同上

音声 　ＡＡＣ－ＬＣ／ＡＩＦＦ－Ｃ、　内蔵音

● ＭＭサービス提示の一例

● ＡＶデコーダ内蔵機能を最大利用
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受信機メモリ・通信機能

● データ放送で用いる主なメモリ機能と容量

ＭＭコンテンツデータの一時バッファ

ＭＭコンテンツデータの蓄積バッファ

不揮発永続情報

目的・機能 ＢＳデジタル基本受信機での容量

・事業者共通領域：　１ＫＢ（６４バイト固定ｘ１６ブロック）
・事業者専用領域：　１事業者あたり１ＫＢ　ｘ　６４事業者

最小２ＭＢ以上　（推奨８ＭＢ以上）

〔オプション〕

● 通信機能

目的・機能 ＢＳデジタル基本受信機での規定

モデム通信速度 Ｖ２２ｂｉｓ（２４００ｂｐｓ）
　〔高速モデムはオプション〕

プロトコル BASIC系手順(Code Independent Mode)
　〔ＴＣＰ／ＩＰプロトコル等はオプション〕
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ＢＳデジタルにおけるデータ伝送方式

• データカルーセル： MMサービスのコンテンツ等のファイルをMPEG-2TS上で繰り

返し伝送し、受信機は放送中の任意のタイミングで取得する　

• イベントメッセージ： 局からの指示に従って、受信機上で動作しているコンテンツに
対して、同期または非同期のメッセージを送る。

msg1

file1 file2 file3 file4 file2 file3

コンテンツ制作

イベント
メッセージ
送出指示 msg1 msg1

データカルーセル
送出装置 伝送路

・ ・ ・ ・ ・

file1

file1

取得

購入

次へ

多
重
化
装
置

file1

file3

file2

file4

file1 file2 file3 file4 file2 file3file1 file4 file1
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データ放送ＢＭＬブラウザ

・ＢＭＬ （データ放送向けＸＭＬ/ＸＨＴＭＬ応用言語）

・ＣＳＳ　（スタイルシート）
・ＥＣＭＡスクリプト
・放送用拡張機能
　（ＥＰＧ・字幕制御、双方向機能、タイマ機能、永続記憶機能、受信機制御など）

RT Kernel (PiE-OS)

TV Libraries

Control for
Communication, 
EPG/Caption,
TV-enhanced funcs

XHTML
CSS
ECMA

Script
EPG
Caption
Res. App.

DSM-CC
Obj Mgr

Presentation
Manager

- Software Stack -

BML Browser
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ＢＳデジタルにおけるデータ放送概要
ＢＳデジタル放送では多彩なデータ放送サービスが実施されている。

■サービス事業者
　　　１、テレビ放送事業者　（免許帯域内でデータ放送を実施可）

　　　２、ラジオ放送事業者　（免許帯域内でデータ放送を実施可）

　　　３、独立データ事業者

■サービス内容の例

　　　１、カウチポテト型サービス
　　　　　　　　　　操作しなくても番組が進行。各時間帯の視聴者層に合わせた番組編成を行なう。
　　　　　　　　　　静止画（ＭＰＥＧ２－Ｉ）ｏｒ簡易動画（ＭＰＥＧ１）＋音声（ＡＡＣ）

　　　２、テレビ番組連動サービス
　　　　　　　　　　テレビ番組を見ていて｢ｄｄ｣マークが出た時にリモコンの｢ｄｄ｣ボタンを押すと、
　　　　　　　　　　その番組に関係した情報を提供。（クイズ参加、観光情報、Ｍａｋｉｎｇ情報など）

　　　３、メニュー型のサービス
　　　　　　　　　　複数のメニューからサービスを選択。
　　　　　　　　　　ニュース、天気、交通、株式、生活情報、ＥＰＧ、ＣＭ、ショッピング、チケット、ゲーム

　　　４、配信サービス
　　　　　　　　　　受信機側で蓄積することを前提にコンテンツを送る。
　　　　　　　　　　電子新聞、電子Ｂｏｏｋ、音楽、ソフトなど。
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ＢＳ独立データ放送事業者

メガポート
放送

デジキャス 日本データ
放送

メディア
サーブ

ウェザー
ニューズ

日本ビーエス
放送

日本メディア
アーク事業者

スロット数 ２ １．５ １．５ １．５ １．５ ２ １．５

サービス
特徴

毎日新聞系
コンテンツが
豊富

朝日新聞系 気象予報会社 ＮＴＴ系ネットワーク
ショッピング

日経新聞系
通販、Ｅｺﾏｰｽ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞなど

主な出資者

毎日新聞
角川書店

ａｖｅｘ

日立
キャノン
富士通

東京ドーム
清水建設
徳間書店

東芝
三井物産
ウィンク

石橋博良
ＷＮＩ

ヤフー

ビッグカメラ 時事通信
ドリームネット

共同通信

読売新聞系
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番組連動データ放送の例

　30 2002.4.15. Panasonic

３、ＢＳデジタル受信機の開発
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放送方式

局システム 放送事業

ＣＡ、データ放送、EPG

データ放送、ＣＡ、８ＰＳＫ
番組インデックス・・

ＢＳ－i　(TBS系）　　　 　　
ビーエス日本（NTV系） 　

ビーエス朝日（テレ朝系）　
ＰＤＮ：コンテンツ制作会社

受信機

LSI
ソフト

ディスプレイ

松下電器のＢＳデジタル放送への取組み
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受信機開発の取り組み

各種イベントでのアピール

ＢＳデジタル受信機の商品化

・ＢＳデジタルフェア（４／２８－５／７）
　　　来場者２０万人。実機でデータ放送デモ

・コンテンツ制作
　　ＰＤＮ（弊社のコンテンツ制作会社）と連携

・沖縄サミット（７／１７－２３）　
　　　６／２４から６０００台を店頭展示、販売予約

・シドニー五輪（９／１５－１０／１）
　　　９／１から発売開始、生産が追いつかず。

・各種サービスの検討
　　例）ＳＤカードへの配信サービス
　　⇒フォーマット、ＥＣ、通信、周辺機器の検討

・ＢＳ－Ｐ協議会
　　６社（放送３社、メーカー３社）を中心に運用規定

・Ｅ－Ｅ接続テスト活動
　　複数放送局ｖｓ複数受信機の整合

・普及促進活動
　　全国の販売店へ展開

ＢＳデジタル放送立ち上げ

・商品開発
　　９８年試作機１、９９年試作機２、２０００年商品

・要素技術開発
　　ＬＳＩ　：７種 (8PSK,AAC,MCP2,1394,SID等)
　　ソフト：PiE-OS、ＢＭＬブラウザ、ＥＰＧ、１３９４等

・社内テストベッド
　　ミニ放送局を構築。テスト信号を配信。

データ放送

デジタル放送は、送・受が完全に整合しないと動かない。
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ＨＤビデオ
デコーダ

ＬＳＩ
MN67754１

ＢＳデジタルＴＶ
システム

ＬＳＩ
ＭＮ2WS0002BH

　
ＮＴＳＣ

ビデオ 出力

BSアンテナ

ｽﾀﾝﾊﾞｲ
ﾏｲｺﾝ

ＣＡＳカード
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

モデム
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

TS

EEPROM

アナログ
オーディオ出力

ﾘﾓｺﾝ

　　Ｄ４端子

ＳＤカード
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＩＥＥＥ1394
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

伝送路復調
ＬＳＩ

MN８８４１５

ビデオ
ﾌｫｰﾏｯﾄ変換

ＢＳ
チューナ

ＮＴＳＣ
ｴﾝｺｰﾀﾞｰ

ﾌｫﾝﾄROM

Dｉｒｅｃｔ
RDRAM

ﾌﾟﾛｸﾞﾗム格納用
フラッシュメモリ

光デジタル
オーディオ出力

SDRAMSDRAM

フォント
プロセッサ

ＢＳデコーダのハードウェア構成
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ＰｉＥ－ＯＳ

ＣＰＵ
ＴＳ

デコーダ
オーディオ
デコーダ

ＢＳデジタル用システム LSI

ＢＭＬブラウザ
レジデントアプリ

（番組表、予約・録画、 字幕 など）

データ管理
ライブラリ

ＰＳＩ処理
ライブラリ

ＡＶデコード
ライブラリ

ＩＥＥＥ１３９４
ライブラリ

ＣＡ管理 ＳＩ管理 選局管理 予約管理 ＡＶ制御

アプリケー
ション層

ミドル
ウェア層

ライブラリ
層

ＯＳ層

ハード
ウェア

各種デバイス ドライバ

チューナ
＆

チャネル
デコード

ＬＳＩ

ＩＥＥＥ
１３９４

ＨＤ
ビデオ

デコーダ
ＬＳＩ

ウィンドウ
システム

＆ツールキット

ＢＳデコーダのソフトウェア構成
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テレビ用ＬＳＩの規模 テレビ用ソフトウェアの規模

画王（１０年前のテレビ）に対し、
　　･ＬＳＩ 　　:  約３５倍の回路規模（Ｐｅｎｔｉｕｍ相当）
　　･ソフトウェア　:　約１０００倍のコードサイズ（ブラウザ、ﾃﾞｰﾀ放送対応など）

画王（１０年前のテレビ）に対し、
　　･ＬＳＩ 　　:  約３５倍の回路規模（Ｐｅｎｔｉｕｍ相当）
　　･ソフトウェア　:　約１０００倍のコードサイズ（ブラウザ、ﾃﾞｰﾀ放送対応など）

100万Tr

2000万Tr

3000万Tr

トランジスタ数

画王AI
(1992)

80万80万

HDｼｽﾃﾑLSI
(2002)

PentiumIII
(2001)

10KB

10､000KB

100､000KB

プログラムサイズ

画王
(1992)

16K16K

ｅｐＳ
(2002)

1６M1６M

参考

80M

参考

80M

Windows
(2001)

3500万

(0.13um)

3500万

(0.13um)

参考

2800万

(0.18um)

参考

2800万

(0.18um)

1､000KB

100KB

デジタルテレビ受信機のハード／ソフト開発
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松下電器のＢＳデジタル受信機

ＢＳデジタルハイビジョンテレビ
　　　　ＣＲＴ　（ＴＨ－３６Ｄ２０、３２Ｄ２０、２８Ｄ２０、２４Ｄ２５）
　　　　ＰＤＰ　（ＴＨ－５０ＰＨ５０、４２ＰＭ５０、３７ＰＭ５０）
　　　　液晶　 （ＴＨ－１５ＤＴＸ１）

ＢＳデジタルハイビジョンチューナー
（ＴＵ－ＢＨＤ２５０ ）　

ＢＳ・１１０ＣＳアンテナ
（TA-ＢＣＳ４０Ｒ１, ＢＣＳ４５Ｇ１）　

ＢＳデジタルハイビジョンビデオ
　　　（NV-ＤＨＥ２０、NV-ＤＨ２）
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ＢＳデジタル受信機器の構成

ワイドテレビ

４：３テレビ

Ｄ端子ケーブル

ＢＳデジタル　ハイビジョンテレビ

ＢＳデジタルチューナー

ＨＤ＆ＳＤ→ＳＤ

ＢＳデジタルチューナー

プログレッシブ　ワイドテレビ

ＡＶケーブル

（１）

（２）

（３）

アンテナケーブル

ＡＶケーブル

S端子ケーブル

　38 2002.4.15. Panasonic

リモコン

● 選局関連：
　　　・ダイレクト　 　　 　　：数字キーによるチャネル番号（３桁ＩＤ）入力
　　　・アップダウン 　　：チャネル番号の増減
　　　・ワンタッチ選局 　　：直接選局　ＤＳ1～１０　プリセット

● データ放送関連：
　　　・数字、上下左右、決定　：項目選択、数字入力等
　　　・カラーボタン 　　：青、赤、緑、黄
　　　・ｄ（データ）ボタン 　　：データ放送表示のＯＮ／ＯＦＦ等

● 切替機能：
　　　・映像切替ボタン 　　：映像が複数ある際の切替
　　　・音声切替ボタン 　　：モノ／ステレオや複数言語の切替

　　　・ﾈｯﾄﾜｰｸ切替ボタン　　　：BS／地上ﾞ等の切替
　　　・メディア切替ボタン 　　：テレビ／ラジオ／独立データ

● その他：
　　　・ＥＰＧ表示
　　　・メニュー表示
　　　・「戻る」ボタン
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◆◆ 番組ナビ番組ナビ

使い易い「電子番組ガイド（使い易い「電子番組ガイド（EPGEPG）」）」
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ＤＤ--ＶＨＳビデオＶＨＳビデオデジタルハイビジョンテレビデジタルハイビジョンテレビ

「ｉ「ｉ. . LINKLINK」」接続

◆◆ 「ｉ「ｉ. . LINKLINK」」端子の装備で「端子の装備で「DD--VHSVHSﾃﾞｯｷ」ｺﾝﾄﾛｰﾙ①ﾃﾞｯｷ」ｺﾝﾄﾛｰﾙ①

テレビ画面の「画面表示（テレビ画面の「画面表示（GUIGUI）」）」でで簡単操作・ﾜﾝﾘﾓｺﾝ操作簡単操作・ﾜﾝﾘﾓｺﾝ操作
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デジタルＶＴＲ：Ｄ-ＶＨＳ
ＨＳモード ⇒　２８.２Mbps、３.５時間
ＳＴＤモード ⇒　１４.１Mbps、７時間
ＬＳ７モード ⇒　　７.０Mbsp、１４時間

D-VHSカセット（４４ＧＢ）

D-VHS

放送事業者

記録
再生

ＢＳデジタル
ハイビジョンチューナー

プログレッシブ
　ワイドテレビ

i.LINK（IEEE1394）

D端子

ケーブルIF 伝送路伝送路
復調復調

MPEGMPEG
デコードデコード

Digital toDigital to
AnalogAnalog

ＢＳデジタル
アンテナ

i.LINKケーブル（端子）写真
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HS　　　　　SD　　　　　 XP　　　　　SP　 　　　LP　　　　　EP
モード

デジタルダイレクト
記録

MPEGエンコード記録

録画時間
約７
時間

約１４
時間

約２８
時間

約４２
時間

約７０
時間

約１４
時間

① スピーディな番組検索、再生が可能
② 同時録再、タイムシフト再生が可能
③ 音声認識リモコン

ＨＤＤ内蔵デジタルテレビ（80GB、TH-36DH200）

＜特長＞
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ＢＳデジタル放送構築の反省

◆著作権保護の仕組み

◆普及促進

◆本放送開始時点の混乱

・規格化段階での検討が不十分
・未だ検討すべき分野が多い

・運用規格の策定遅れ、解釈違い
・本番運用での試験放送を未実施

・番組コンテンツ、受信機価格
・独立データとラジオは苦戦

◆高画質・番組連動データ放送技術

◆プログラムダウンロードの仕組み

・順調に稼動
・方式変更、ロゴ変更等にも利用

・ＨＤＴＶ伝送が破綻無く実現
・データ放送の仕組みもうまく稼動

◆受信機の展開

・各社から多様な受信機が発売
・デジタル家電への発展性

＜反省点＞＜うまくいった点＞
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４、デジタル放送の展開
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ＢＳ

110度ＣＳ

Ｃａｂｌｅ

地上波

ﾒﾃﾞｨｱの特徴

【事業者】 多彩な事業者が参入、有料放送中心

【 特 長 】 ＢＳのモアチャンネル

【 課 題 】　新規の受信ｱﾝﾃﾅの設置が必要

２０００年 ２００１年 ２００２年以降
１月

実
験
放
送

試
験
放
送

本
放
送

　　＜ｻｰﾋﾞｽの高度化＞
　　　　・ﾒﾃﾞｨｱ配信
　　　　・蓄積放送
　　　　・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ連携

放
送
規
格

運
用
規
定

本
放
送

親
局
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
割
当

全
国
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
割
当

実験放送
（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄ）

　　　ＢＳ＆ＣＳ
　　　再送信ｻｰﾋﾞｽ

双方向ｻｰﾋﾞｽ
日本版
OpenCable

本放送（一部事業者）

2003： 本放送（東名阪）

【事業者】 大手ﾃﾚﾋﾞ放送局や独立ﾃﾞｰﾀ放送

【 特 長 】 全国ｻｰﾋﾞｽ、ｱﾅﾛｸﾞＢＳｱﾝﾃﾅを利用

【 課 題 】　放送事業者の連携

【事業者】 全国のｱﾅﾛｸﾞﾃﾚﾋﾞ放送局

【 特 長 】 移動体やﾓﾊﾞｲﾙ向けｻｰﾋﾞｽ

【 課 題 】　２０１１年アナログ放送終了

【事業者】 合従連衡中

【 特 長 】 双方向ｻｰﾋﾞｽ

【 課 題 】　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ投資への経営基盤確立

日本のデジタル放送の展開
ＢＳデジタル放送の技術をベースとして各メディアに展開
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コ
ン
テ
ン
ツ　

＜変調＞

ＭＰＥＧ－２

（アナログ放送）

ＭＰＥＧ－２

＜エンコード＞

固定受信モード

携帯受信モード

移動受信モード

固定端末

携帯端末

移動端末

＜帯域配分例＞ ６ＭＨｚ帯域を １３セグメント に分割

●固定・携帯向けに
　　　サービスをする例

●固定・移動・携帯向けに
　　　サービスをする例 固定受信モード（ＳＤＴＶ）／９セグメント 移動／３セグ

携帯／１セグ

固定受信モード（ＨＤＴＶ）／１２セグメント

ＭＰＥＧ－４

■ ３種類の放送サービスを想定
（ 固定／移動／携帯サービス ）

地上デジタル放送規格の概要
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固定端末 移動端末 携帯端末

固定受信モード（64QAM, 3/4FEC）

携帯受信モード(16QAM,1/2FEC)

６ＭＨｚ帯域
　mode2 
　126μsec

１２セグメント／１５．２Ｍｂｐｓ
　・ＭＰＥＧ２（ＨＤＴＶ映像と音声）　 １４．０Ｍｂｐｓ
　・ＥＰＧ、データ放送など　　　　　　 　１．２Ｍｂｐｓ

１セグメント／５６２ｋｂｐｓ
　・ＭＰＥＧ４　　３８４ｋ
　・音声　　　　　　４８ｋ
　・データ放送　　６０ｋ
　・ＳＩ ほか　　　　７０k

テレビ等 車載テレビ等 携帯電話等

地上デジタル放送の帯域配分例

移動用３セグ
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衛星デジタル放送の拡張

11.76584　　 11.84256　　11.91928　 　11.99600

11.72748　 11.80420　　 11.88092　　 11.95764 D1 D3   D5   D7  D9   D11  D13  D15  D17 D19  D21  D23

BS3 BS5 BS7 BS9 BS11 BS13BS1 BS15   BS17 BS19  BS21  BS23 D2 D4   D6 D8   D10  D12 D14  D16  D18 D20  D22   D24

12.331      12.411  12.491 12.571    12.651 12.731
12.291      12.371 12.451      12.531 12.611 12.691 

12.311      12.391 12.471 12.551 12.631      12.711 

12.271      12.351 12.431 12.511      12.591 12.671   

11.70   　 11.80    11.90   　12.00    12.10   　12.20    12.30    12.40    12.50　 12.60     12.70 〔ＧＨｚ〕

BS 110度CS

右旋
左旋

ｱﾅﾛｸﾞ 追加ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

１１０度ＣＳＢＳデジタルＢＳアナログ

２００２年春に１１０度ＣＳデジタル放送が開始
　　　　・ＢＳは無料の総合編成チャンネルが中心
　　　　・１１０度ＣＳは有料の専門チャンネルが中心
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Home

ｅＳＴＢ／デジタルＴＶ

ＢＳ/ＣＳ110°ＢＳ/ＣＳ110°
高画質放送

データ放送

　　デジタル放送を中心に、放送・通信を融合したプラットフォーム　　デジタル放送を中心に、放送・通信を融合したプラットフォーム

放送事業者

インターネットインターネット

HDD

eプラット

フォーム

eeプラットプラット

フォームフォーム

・双方向
サービス

・蓄積放送
サービス

・・ 双方向双方向
サービスサービス

・・ 蓄積放送蓄積放送
サービスサービス

１１０度ＣＳを利用したｅｐサ－ビス
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ブロードバンド対応デジタルテレビ

データ放送の補完インターネットを意識した番組 デジタルデバイド

ＡＤＳＬ、ＦＴＴＨの普及

インターネットも利用可能なデジタルテレビ

・番組関連情報

テレビを見ながらＰＣ操作 年配者にＰＣ操作は難しい 待ち時間にイライラ

・地域情報ポータル
・メール
・ストリーミング
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グローバルな展開

衛星

地上波.

ｹｰﾌﾞﾙ

衛星

地上波

ｹｰﾌﾞﾙ

衛星

地上波

９４ ９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ２０００
衛星

地上波

ｹｰﾌﾞﾙ

米
国

DSS PrimeStar EchoStar                                HD-DSS
30大
都市

10大
都市

2006
NTSC終了

試験放送
Kirch（独）
CanalPlus（仏）

ＢＢＣ、ONdigital（英）

BSkyB（英）

PerfecTV    DirecTV  SkyPerfecTV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110CS
BS

試験放送

試験放送

Astro(Malaysia)

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

STREAM（伊）　　　　EuroBOX

中国、台湾、韓国

日本民族は大のテレビ好き（市場、放送業界、メーカーが元気）
⇒日本からデジタルテレビ技術を発信

欧
州

日
本

ア
ジ
ア

　52 2002.4.15. Panasonic

テレビの｢Ｔモード革命｣

インターネット
（ＰＣ）

ｉ モード

（携帯電話）

Ｔ モード

（テレビ）

コ
ン
テ
ン
ツ

画面
地域性
フィルタリング

４：３　ＸＧＡ
グローバル
個々人

縦長　小画面
日本ローカル
電話会社

１６：９　ＨＤＴＶ
日本ローカル
放送事業者

メ
デ
ィ
ア

伝達対象
伝送速度
伝送コスト

都度Ｍ：Ｍ
　　中
　　中

都度Ｍ：Ｍ
小

高い

放送１：Ｍ
下り大、上り小
　　安い　

ユ
ー
ザ
ー

主なユーザー
利用形態
ユーザーI/F

学生
屋外、２０ｃｍ

親指入力

社会人、学生
個室、３０ｃｍ
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾏｳｽ

一般大衆
居間、３ｍ
リモコン
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デジタルテレビのサービスモデル

＜垂直市場＞ ＜水平市場＞

端末

ケーブル　ＣＳ１１０左旋　ＣＳ１２４/１２８　ＣＳ１１０右旋　ＢＳデジタル　地上デジタル国内事例

顧客サポートは、各々の事業者や
端末メーカーが独立に担当。
シンプルなサービスが基本。

複数の事業者が各々の意思で
不特定の顧客に対してサービス。
受信端末は複数メーカーが
自由競争で販売。

サービス 単一の事業者が
サービスと受信端末を
統合的にプロモーション。
契約顧客に対してサービス。

メーカーが独自に開発。
価格はメーカーが決定。
形態は内蔵テレビが主流。

顧客サポート 顧客サポートはサービス事業者
が送受込みで担当。
ＥＣなど高度なサービスが可能。

サービス事業者との契約で開発。
価格はサービス事業者が決定。
形態はＳＴＢが主流。
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要素技術の進化

半導体 ソフト

蓄積 通信

ディスプレイ 家庭内ネットワーク

ＨＤＤ： １０ＴＢ（2015年）
ＤＶＤ： ＵＤＴＶの録画
メモリカード：５０ＧＢ（2015年）

ＰＤＰ
液晶
ペーパー

プロセス：０.０２μｍ（2015年）
ＣＰＵ：１００ＧＩＰＳ（2015年）

大規模化：コードサイズ１ＧＢ（2015年）　

ミドルウェア

無線：2.4ＧＨｚ帯、5.2ＧＨｚ帯
有線：IEEE１３９４

固定向け：１００Ｇｂｐｓ（2015年）
移動向け：数百Ｍｂｐｓ（2015年）
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デジタルＴＶによるユビキタス・ネットワーク・ライフの実現に向けて

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年～ ～2010年

成熟期

始動期

発展期

STB/DTVを核とし、モバイルと連動した

ホームネットワークとの連動等

多彩なサービスを充実させる

「いつでも・どこでも」「簡単」「便利」「安心」の

ユビキタス・ネットワーク・ライフの定着へ

2001年中頃

次世代移動体

通信開始

2000年12月

ＢＳﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送

開始

・eコマース
・eコミュニケーション
・eコミュニティ　のサービスを実施

2003年

地上波デジタル

放送開始

リモコンで
楽々操作！ @

オフィス

モバイル

ホーム

カー
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ＢＳデジタル放送関連の文献

◇一般雑誌

ＳＴＤ－Ｂ１０　　　ＰＳＩ／ＳＩ
ＳＴＤ－Ｂ２０　　　送信・運用条件
ＳＴＤ－Ｂ２１　　　受信機
ＳＴＤ－Ｂ２４　　　データ放送
ＳＴＤ－Ｂ２５　　　限定受信方式
ＴＲ－Ｂ１５　　　　ＢＳ－Ｐ運用規定
　　　　　　　　　　（ダウンロード、受信機、データ放送、ＰＳＩ／ＳＩ、ＣＡＳ、通信、送信）

◇規格書　（社）電波産業会発行　http://www.arib.or.jp/hanpu/index.html

｢ＢＳデジタル読本｣　２０００年１２月発行（ワールドフォトプレス）
｢ＢＳ　ｆａｎ｣　ＢＳデジタル放送の月刊テレビガイド誌

◇技術書籍
「ディジタル放送の技術とサービス」　山田宰　編著　（コロナ社）　
「ディジタル放送の基礎技術入門」　インターフェイス増刊　（ＣＱ出版社）


